
溝上慎一の教育論 http://smizok.net/education/ 

（講話）パーソナリティは基本的には変わりにくいが…（2017 年 7 月 14 日掲載 更新なし） 
 
 

-1- 
 

 [印刷ページ] 

（講話）パーソナリティは基本的には変わりにくいが… 

 

 

心理学では、性格は「パーソナリティ（personality）」と呼ばれて研究が進んでいる。 

若林（2009）は、パーソナリティを「各個人が認知している自己の行動や情動に現れる比較

的安定したパターンについての心的表象であり、…（中略）…主観的には主に他者との違いとし

て認識されるものであるが、常に個人の行動になんらかの形で影響を与え、発達過程を通じて維

持される」（p.315）ものと定義している。遺伝的な影響を受けつつ、環境（人やモノなど）への

関わり、相互作用を通して発達するものである。 

  

中学生・高校生のパーソナリティの変化を検討した研究は少ないが、オランダ人を対象にした

もので、中学生、高校生に相当する年齢期を 1 年間追跡調査した Klimstra ら（2009）の研究が

ある。彼らは、中学生では 1 時点目（T1）と 2 時点目（T2）の相関係数が r=.43 であったが、

高校生では r=.72 であったことを報告している。パーソナリティ特性の安定性が中学生から高校

生にかけて高まっていること、言い換えれば、変わりにくくなっていると議論している。 

日本人データでは、Hatano ら（2017）の研究で同様の中学生、高校生の追跡調査の結果が報

告されている。表 1 に示すように、パーソナリティの次元によって異なるが、中学生で

rs=.46~.61、高校生で rs=.50～.68 である。若干ではあるが、高校生のほうがパーソナリティの

安定性が高い。いずれの場合でも、高校生の年齢期でパーソナリティが変わりにくくなっている

状況を示唆する結果である。 

 

表１ 日本人中学生・高校生のパーソナリティ特性の安定性 

 
 

 パーソナリティの安定性（変わりにくさ）は前提としながらも、その安定性は決して完全なも

のではなく、成人期になっても年老いても、「調和性」や「勤勉性」は高まるし「神経症傾向」は

低くなるという結果が示されるようになっている。ひいては、パーソナリティは変化するのだと

主張されるようになっている（Van Alen, Hutteman, & Denissen, 2011）。しかし、そのような研

T1とT2の相関係数（r）
次元（Domain） 下位次元（Facet） 中学⽣ ⾼校⽣
神経症傾向（Neuroticism） 不安、敵意、抑うつ、⾃意識、衝動性、

傷つきやすさ
0.61 0.68

外向性（Extraversion） あたたかさ、群居性、断⾏性、活動性、
刺激を求めること、肯定的感情

0.65 0.67

開放性（Openness to Experience）空想、審美、感情、⾏為、考え、価値
（への開かれ）

0.46 0.50

調和性（Agreeableness） 信頼、実直さ、利他性、応諾、慎み深
さ、優しさ

0.52 0.58

勤勉性（Conscientiousness） 有能感、秩序、義務遂⾏、達成努⼒、⾃
⼰鍛錬、慎重さ

0.57 0.64

*パーソナリティ特性（次元・下位次元）の説明は若林（2009）表3.2（p.160）を参考に、データはHatanoら（2017）Table
1（p.124）より作成した。
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究の流れのなかでも「おとなしい性格」に近いパーソナリティ特性である「外向性」は変化しな

いか、あるいは落ちていくという結果が示される（Donnellan, & Lucas, 2008; 川本ら, 2015; 

Leszko, Elleman, Bastarache,  Graham, & Mroczek, 2016; Roberts & Mroczek, 2008; 

Terracciano, McCrae, Brant, & Costa Jr. (2005）。「おとなしい性格」にどう対応すればいいかに

悩む教育関係者にとっては苦い情報である。 

 

以上をふまえると、「おとなしい性格」の発達に関して少なくとも 2 つの実践的示唆があると思

う。 

第一に、理想的には小学校、中学校の関係者が、先々へのトランジション･リレー（「現場の改

革に繋げよ！－学習指導要領改訂（案）に対するコメント」を参照）を見据えて、この問題をも

っと自覚的に、積極的に取り扱うことである。高校までそういう指導や支援を受けず、おとなし

いままでいいのだと思ってきた生徒を、高校生になって新たに指導・支援するのは難しい。結果

的には、できない姿を先々へと送っていくことになるとしても、はやい時期から、生徒が不安に

なったり苦しくなったりしないレベルで指導･支援をしていくことが望ましい。 

第二に、表１の結果で、1 時点目（T1）と 2 時点目（T2）との相関が高いといっても、外向性

の場合で r=.67 である。すべての者が変わらないという結果ではない。変わっている者がいるか

らこそ、r=.67 である。パーソナリティは変わりにくいとしても、変わらないわけではないという

理解が重要である。 

忍耐強く、この問題に取り組んでいきたい。 
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＊パーソナリティについて学びたい方は、導入テキストとして、榎本・安藤・堀下 (2009）や小

塩（2014）をお勧めする。また、より専門的に学びたい方は若林（2009）や日本パーソナリティ

心理学会（2013）もよい。 

 


